
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 6 月 29 日

兵庫県知事 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

令和4

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

　別紙のとおり

（第１面）

③従業員数 831人（2021年4月時点）

産業廃棄物処理計画書

兵庫県神崎郡福崎町高橋290-29

株式会社ﾄｯﾊﾟﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ福崎工場
工場長 西谷　良一

0790-22-6605

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社ﾄｯﾊﾟﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 福崎工場

事 業 場 の 所 在 地 兵庫県神崎郡福崎町高橋290－29

計 画 期 間 令和3年4月1日から令和4年3月31日

①事業の種類 1513紙以外の印刷業

②事業の規模 生産高　11971百万円（2021年度）



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関す廃棄物発生量を削減する。

工程からの発生量が多い廃プラスチックや複合プラスチック、圧縮廃プ
ラスチック品の分別を進める。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類

排出量

生産工程における工程ロスの改善を継続しておこない、廃棄物発生量を
削減する。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

工場内の廃棄物保管場所を２７区画分け、各工程から出てくる廃棄物を
分別して保管している。

産業廃棄物の種類

排出量

生産工程における工程ロスの改善を行うことで、廃棄物発生量を前年比
0.8％削減した。

（第２面）

　　　　　　　　　　　　

①現状

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

②計画

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

今後も焼却炉の予防保全を徹底して行い、トラブル停止による中間処理
の停滞をさらに減らす。

②計画

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

社内の廃棄物中間処理設備として焼却炉があるが、予防保全を行い、
トラブル停止等による中間処理の停滞を減らしてきた。

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

特になし

特になし

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和 3 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

委託処理する産業廃棄物は、廃棄物の細かな分別や委託業者の選定によ
り、可能な限り再生処理を行ってきた。

①現状

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

特になし

②計画

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

特になし

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり



【目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

今後は、優良認定処理業者や認定熱回収業者の情報を収集し、そのよう
な業者へ優先的に処理委託を行ってゆく。

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

別紙のとおり



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
と。

　　(1)　①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)　②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元
請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業
規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)　④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間処理
を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第
６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置
者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者へ
の焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量
について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類
が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内
容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記
入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙１（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）
　　現状：前年度（令和　３年度）実績量
　　計画：今年度（令和　４年度）計画量 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

715.1 708 715.1 708 715.1 708 0 0

60 59 0 0 0 0 0 0 0 0 60 59 60 59 60 59 0 0

253 250 0 0 0 0 0 0 0 0 253 250 253 250 7.7 7.6 0 0

850.6 842 0 0 0 0 0 851 842 851 842 850.6 842 0 0

7934 7855 0 0 3822 3784 3822 3784 0 0 4112 4071 4112 4071 4112 4071 0 0

23.4 23 0 0 0 0 0 0 0 0 23.4 23 0 0 23.4 23 0 0

10.7 10.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7 10.6 0.0 0.0 10.7 10.6 0 0

0.5 0.50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 0.50 0.5 0.50 0.5 0.50 0 0

9131.5 9040.2 0.0 0.0 3822.2 3784.0 3822.2 3784.0 0.0 0.0 6024.4 5964.2 5990.3 5930.4 5779.5 5721.7 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者へ

の処理委託量
(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事項
自ら行う再生利用に関

する事項
自ら行う中間処理に関する事項

自ら行う埋立処分等に
関する事項

処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の②+
⑧)

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の

量
(前年度実績値の⑦)

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産業

廃棄物の量
(前年度実績値の③+

⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者へ
の

処理委託量
(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑬)

1200金属くず

0100燃え殻

0200汚泥

0300廃油

0400廃酸

0500廃アルカリ

0600廃プラスチック類

0700紙くず　

0800木くず

0900繊維くず

1000動植物性残渣

1100ゴムくず

合計

1300ガラスくず、コンクリートくず及
び陶磁器くず

1400鉱さい

1500がれき類

1600動物のふん尿

1700動物の死体

1800ばいじん



別紙

図１　製版、印刷、ラミネート、後加工　フローシート [NO.1]

めっき工程 製版 印刷

スリットシーター 製袋 カップ成型

（めっき排水
処理工程へ）

銅・酸化クロム プラスチックフィルム・紙

インキ・溶剤

廃油
[特(a) 廃溶剤]

廃プラスチ ック
[(b) 廃プラ（社内焼却）]

ラミネート

紙屑
[(a) 古紙、段ボール]

廃プラスチック
[(c) 廃プラ（外部処理）]

紙屑
[(a) 古紙、段ボール]

廃プラスチック
[(b) 廃プラ（社内焼却）]

廃プラスチック
[(c) 廃プラ（外部処理）]

廃油
[特(a) 廃溶剤]

廃油
[(d) 廃のり、廃ウエス]

後加工

出荷

廃プラスチック
[(b) 廃プラ（社内焼却）]

廃プラスチック
[(c) 廃プラ（外部処理）]

廃油
[(d) 廃のり、廃ウエス]

プラスチックフィルム・紙
アルミ

接着剤・溶剤

ガラス屑
[(g) ガラス屑]

ガラス屑
[(g) ガラス屑]

ガラス屑
[(g) ガラス屑]

木屑
[(h) 木パレット]

木屑
[(h) 木パレット]

木屑
[(h) 木パレット]

廃油
[(d) 廃のり、廃ウエス]
[(j) 機械廃油]

廃油
[(j) 機械廃油]

廃油
[(j) 機械廃油]

廃アルカリ
[(e) 電解疲労液]

廃酸
[特(b) 電解疲労液]



図２　めっき排水処理　フローシート [NO.3]

図４　焼却処理　フローシート [NO.4]

　※一部破砕

凝集反応 沈殿

脱水

めっき排水

薬品

汚泥
[(f) グラ製スラッジ]

中和 下水道放流

廃プラスチ ック
[(b) 廃プラ（社内焼却）]

焼却 ボイラー 熱交換 ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ

排ガス

燃え殻
[(i) 焼却灰]

熱回収 ばいじん
[特(c) 飛灰]



産業廃棄物の処理に係わる管理体制に関する事項

　　責任者及び管理組織図

統括責任者 所属　：　福崎工場　工場長

廃棄物担当 組織名　：　技術課、総務課

組織人数　：　環境担当　３名

ＥＭＳ実行委員会 ○産業廃棄物に関する検討
産廃分科会 　毎月１回、ＥＭＳ実行委員会を開催。廃棄物処理実績の報告を行い、　廃棄物

　発生の抑制、再生・再資源化方法の検討、適正処理の推進、処理計画の設定、
　その他日常業務においての問題点、改善点について検討する。
　　・環境管理責任者=工場長　 ・委員=関連部署部課長

役 　　・事務局=技術課環境担当、総務課

統括責任者 ○廃棄物処理方針の決定、承認
○廃棄物管理に係わる各種事項の決定、承認

事務局 ○廃棄物処理計画の作成
○廃棄物処理状況の把握と改善策の検討

割 ○再生、再資源化の推進
○産業廃棄物処理施設の管理
○廃棄物処理業者の視察
○委託契約の締結
○電子マニフェスト伝票の管理
○監督官庁への各種提出資料作成、報告
○社員、関連会社への啓蒙、教育活動
○その他廃棄物に係わる事項

環境マネジメント組織図

代表取締役

環境担当役員

ｴｺﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ

監査役

凸版印刷（株）本社

環境管理責任者 福崎工場 環境マネジメント組織

（株）ﾄｯﾊﾟﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 委員長

副委員長

関連資格保有者

EMS事務局

関連部署部課長

ﾄｯﾊﾟﾝﾌﾟﾗｽﾁｯｸ（株） 委員長

関連会社

関連部署部課長

経営企画本部 広報本部 本社関連部署

担当役員 担当役員 担当役員

関西事業本部


